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大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場への上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

 

当社は、本日、平成24年６月20日に大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に上場いたしました。今後とも、なお一層の

ご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、当社の当期の業績予想は以下のとおりであり、また最近の決算情報等につきましては別添のとおりであり

ます。 

 

【連結通期】                （単位：百万円・％） 

決算期 

 

項目 

平成24年12月期 
（予想） 

平成23年12月期 
（実績） 

平成24年12月期 
第１四半期累計期間 

（実績） 

 構成比 前年比  構成比  構成比

売 上 高 1,943 100.0 120.7 1,610 100.0 553 100.0

営 業 利 益 256 13.2 149.4 171 10.7 53 9.7

経 常 利 益 229 11.8 140.2 163 10.2 53 9.6

当期(四半期）純利益 140 7.2 84.5 166 10.3 31 5.7

1 株 当 た り 当 期 
( 四 半 期 ) 純 利 益 

128円98銭 
64,198円38銭 
（160円50銭） 

30円62銭 

 

【単体通期】                （単位：百万円・％） 

決算期 

 

項目 

平成24年12月期 
（予想） 

平成23年12月期 
（実績） 

平成24年12月期 
第１四半期累計期間 

（実績） 

 構成比 前年比  構成比  構成比

売 上 高 1,915 100.0 120.3 1,592 100.0 547 100.0

営 業 利 益 228 11.9 151.1 151 9.5 45 8.4

経 常 利 益 201 10.5 139.1 144 9.1 46 8.4

当期(四半期)純利益 119 6.2 79.0 151 9.5 26 4.8

1 株 当 た り 当 期 
( 四 半 期 ) 純 利 益 

119円38銭 
58,225円51銭 
（145円56銭） 

25円39銭 

1 株 当 た り 配 当 金 － － － 

（注）１．平成23年12月期（実績）及び平成24年12月期第１四半期累計期間（実績）の１株当たり当期（四半期）純利益は期

中平均発行済株式数により算出しております。また、平成24年12月期（予想）の１株当たり当期純利益は公募株式数

（100,000 株）を含めた予定期中平均発行済株式数により算出し、オーバーアロットメントによる売出しに関する第三

者割当増資分（最大51,400株）は考慮しておりません。 

２．平成24年３月23日付で、株式１株につき400株の株式分割を行っております。そこで、当該株式分割に伴う影響を加味

し、遡及修正を行った場合の数値を（ ）内に記載しております。 

本資料に記載する業績予想は、平成24年５月15日に公表した内容と同様のものであります。 



  

１．平成24年12月期第１四半期の連結業績（平成24年１月１日～平成24年３月31日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

  

  

３．平成24年12月期の連結業績予想（平成24年１月１日～平成24年12月31日） 

  

平成24年12月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成24年６月20日

上場会社名 日本エマージェンシーアシスタンス株式会社 上場取引所 大 

コード番号 6063 ＵＲＬ  http://emergency.co.jp/ 

代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）吉田 一正  

問合せ先責任者  （役職名） 取締役管理本部長  （氏名）南 健 （ＴＥＬ）03（3811）8121 

四半期報告書提出予定日  － 配当支払開始予定日  －

四半期決算補足説明資料作成の有無：無         

四半期決算説明会開催の有無      ：無       

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年12月期第１四半期  553  －  53  －  53  －  31  －

23年12月期第１四半期  －  －  －  －  －  －  －  －

（注）  包括利益 24年12月期第１四半期 38百万円 （ ％)－ 23年12月期第１四半期 －百万円 ( ％)－

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

24年12月期第１四半期 30.62  －

23年12月期第１四半期  －  －

（注）平成24年12月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成23年12月期第１四半期の数値及び対

前年同四半期増減率については記載しておりません。  

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

24年12月期第１四半期  1,066  351  32.9

23年12月期  1,053  312  29.7

（参考）自己資本 24年12月期第１四半期 351百万円 23年12月期 312百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年12月期  － 0.00 － 0.00  0.00

24年12月期  －         

24年12月期（予想）   0.00 － 0.00  0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 991  － 78  － 62  － 39  － 35.84 

通期  1,943 20.7 256 49.4 229 40.2 140 △15.5 128.98 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無     

平成24年12月期第1四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、第２四半期（累計）の対前年同四半期増
減率は記載しておりません。  
  



４．その他 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ではありますが、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 
  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１.業績予想に関して 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３
ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

２.株式分割について  

平成24年３月23日付で普通株式１株につき400株の割合で株式分割を実施しております。   

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期１Ｑ 1,038,000株 23年12月期 1,038,000株

②  期末自己株式数 24年12月期１Ｑ －株 23年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期１Ｑ 1,038,000株 23年12月期１Ｑ 1,038,000株

(注)当第1四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われ
たと仮定し、23年12月期の期末発行済み株式数及び23年12月期１Ｑの期中平均株式数を算定しております。  
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響や歴史的な円高の状況により、依然

として厳しい状況にあるなかで、緩やかに持ち直しております。また、企業収益は引き続き減少しているもの

の、個人消費はこのところ底堅い動きとなっております。  

 当社グループの主要事業の業績に影響を与える海外出国者数につきましても１月～３月の出国日本人数は、２

月及び３月単月として過去最高を記録し、１月～３月全月において前年対比でプラス（3.8％、12.9％、

21.4％）となりました（日本政府観光局（JINTO）調べ、２・３月は推計値）。これは円高が海外旅行需要を後

押しした効果と考えられます。 

 このような環境の下、当第１四半期連結累計期間におきまして、当社グループは、医療アシスタンス事業にお

いては、アシスタンスノウハウの蓄積や国内外の医療機関とのネットワーク強化によるサービス品質の向上に取

り組んだほか、国家戦略である国際医療交流の分野におけるアシスタンスサービスを前年に引き続き着実に遂行

いたしました。 

 その結果、既存事業である損害保険会社向け海外旅行保険付帯としてのサービスが増加したことに加え、一部

取引先との契約更新時に年間契約料が増額となり、また中国遺棄化学兵器処理事業に関する医療支援サービス及

び国際医療交流支援サービスも前年度に引き続き着実に業務遂行したことにより、医療アシスタンス事業の売上

は順調に推移いたしました。 

 ライフアシスタンス事業はサービスの品質向上を図り、既存顧客向けのサービス提供を着実に実行したことに

加え、新規サービスも開始したため売上は順調に推移いたしました。 

 利益面につきましては、事業拡大に伴う人件費、外注費等にかかる売上原価が増加したほか、販売費及び一般

管理費において、業務効率化のための電話システムの導入などの諸経費等が発生いたしました。また、タイセン

ターの24時間化の推進などサービスの充実と業務効率の向上に努めるとともに、既存事業のコスト管理の徹底と

海外拠点の管理体制の見直しを行いました。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は553百万円、営業利益は53百万円、経常利益は53百万

円、四半期純利益は31百万円となりました。 

  

セグメントの業績を示すと次のとおりです。 

  

① 医療アシスタンス事業 

 海外旅行者数の増加に伴い当社サービスの利用件数も増加し、また一部の損害旅行保険会社との年間契約料も

増加したため、当第１四半期連結累計期間において、損害保険会社向け海外旅行保険付帯サービスの売上高は順

調に推移いたしました。 

 自社展開のアシスタンスサービスの販売につきましても、中国遺棄化学兵器処理事業に関する医療支援サービ

ス及び国際医療交流支援サービスを引き続き着実に業務遂行し、売上高は順調に推移いたしました。  

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間における医療アシスタンス事業の売上高は469百万円、セグメント利

益は95百万円となりました。 

  

② ライフアシスタンス事業 

 既存事業においては既存顧客向けにサービス提供を着実に遂行するとともに当該会計期間から新規サービスを

開始したため売上高は順調に推移し、売上高は84百万円、セグメント利益は27百万円となりました。 

  

（営業外収益及び営業外費用） 

 営業外費用は有利子負債にかかる支払利息１百万円の計上がありました。 

  

（特別利益及び特別損失） 

 特別損失は固定資産売却損が僅少ですが計上されております。  

 以上に加え、当第１四半期連結累計期間において見積り実効税率により法人税を計上することにより、法人税

等は21百万円となりました。この結果、四半期純利益は31百万円となりました。  

    

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報  

 当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ13百万円増加し、1,066百万

円となりました。主な増減要因としては、流動資産では売掛金の増加61百万円、立替金の増加71百万円がありま

した。 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ25百万円減少し、715百万円となりました。主な増減要因とし

ては、流動負債では買掛金の減少29百万円、短期借入金の減少30百万円、固定負債では社債の減少16百万円があ

りました。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ38百万円増加し、351百万円となりました。これは、四半期

純利益の計上による利益剰余金の増加31百万円、為替換算調整勘定の増加６百万円によるものであります。 

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報  

①市場の全般的な見通し 

 平成24年の我が国経済は、本格的な復興施策の集中的な推進によって着実な需要の発現と雇用の創出が見込ま

れ、国内需要が成長を主導すると予想されます。また、欧州政府債務危機を主因とする世界の金融資本市場の動

揺が、各国政府等の協調した政策努力により安定化することを前提とすると、主要国経済は減速から持ち直しに

転じ、このことは我が国の輸出や生産にとって望ましい環境をもたらしていると考えられます。 

 こうしたことから我が国の景気は緩やかに回復していくことが見込まれます。 

 当社グループの主要事業に影響を与える海外出国者数につきましても、平成24年度は円高等の影響等により、

平成23年度に引き続き順調に推移すると予想されます。 

  

②売上高 

 医療アシスタンス事業については、通期で1,586百万円（前期比19.7%増）を計画しています。 

 売上高の過半を構成している主要事業である損害保険会社向け海外旅行保険付帯サービスに関して、医療情報

やアシスタンスノウハウの蓄積、国内外の医療機関とのネットワークの強化による当社グループのアシスタンス

サービスの品質の向上に取り組みつつ、当社グループにおける費用の見直し、業務体制の効率化など、収益改善

に向けた取り組みを行ってまいります。 

 自社展開のアシスタンスサービスにおいては、既存事業においては受託件数を増やすべく積極的な拡販活動を

実施してまいります。平成22年度より新たに事業を開始した国際医療交流支援サービスに関しても経済産業省が

推進する国際医療交流プロジェクトの一翼を担う立場として、当社グル―プも主体的に取り組んで参ります。今

後は、当社グループが独自に提供する外国人患者受け入れサービスをより一層強化し、外国人患者受入数を増や

すよう、海外における積極的なプロモーション活動等により営業努力を続けていきます。 

 ライフアシスタンス事業では、通期で357百万円（前期比25.3%増）を計画しています。 

 現在クレジットカード会社からカード会員に対する海外コンシェルジュサービスを受託しており、当該事業

は、クレジットカード会社からの年間契約料収入を主たる収入としています。 

 ライフアシスタンス事業については、サービス品質の向上に伴う年間契約料収入の順調な推移、新規案件の獲

得を見込んでおります。 

  

 以上より、平成24年12月期は、1,943百万円（前期比20.7%増）の売上高を見込んでおります。 

  

③売上原価、売上総利益 

 売上原価は、国際医療交流支援サービスにおける先行投資的な人員増強に伴う人件費等が134百万円が発生す

ること等から、1,333百万円（前期比16.6％増）を見込んでおります。 

 売上総利益は、609百万円（前期比30.7％増）を計画しております。 

  

④営業利益 

 事業の拡充に伴い人件費159百万円が発生すること等から販売費及び一般管理費352百万円（前期比19.8%増）

を予定しており、営業利益は256百万円（前期比49.4%増）を見込んでおります。 

   

⑤経常利益 

 営業外収益に２百万円の計上と、営業外費用として上場関連費用16百万円及び支払利息等13百万円を予定して
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おり、経常利益は229百万円（前期比40.2%増）を見込んでおります。 

  

⑥当期純利益 

 繰越欠損金が平成24年12月期に解消されることにより、平成23年に計上された繰延税金資産が平成24年12月期

に回収されることを考慮して、法人税等を89百万円と想定しており、当期純利益は140百万円（前期比15.5%減）

を見込んでおります。 

  

※上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

ります。実際の実績等は、業況の変化等により予想数値と異なる場合があります。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22

年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成22

年６月30日公表分）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号 平成22年６

月30日）を適用しております。 

 当第１四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株

当たり四半期純利益を算定しております。 

  

  

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）  

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 525,822 515,328

売掛金 82,038 143,449

立替金 202,200 274,195

その他 147,678 39,159

貸倒引当金 △1,133 △1,556

流動資産合計 956,606 970,576

固定資産   

有形固定資産 39,689 38,622

無形固定資産 32,311 30,655

投資その他の資産 25,046 26,987

固定資産合計 97,047 96,265

資産合計 1,053,653 1,066,841

負債の部   

流動負債   

買掛金 33,565 3,785

短期借入金 260,000 230,000

1年内返済予定の長期借入金 45,200 41,036

1年内償還予定の社債 51,550 43,300

未払法人税等 4,486 22,417

前受収益 120,559 140,499

賞与引当金 － 19,227

その他 116,959 132,575

流動負債合計 632,320 632,840

固定負債   

社債 33,200 16,500

長期借入金 74,700 65,490

その他 505 546

固定負債合計 108,405 82,536

負債合計 740,725 715,377
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 213,375 213,375

資本剰余金 139,375 139,375

利益剰余金 △21,017 10,766

株主資本合計 331,732 363,516

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △18,804 △12,052

その他の包括利益累計額合計 △18,804 △12,052

純資産合計 312,928 351,464

負債純資産合計 1,053,653 1,066,841
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 553,787

売上原価 415,797

売上総利益 137,989

販売費及び一般管理費 84,260

営業利益 53,728

営業外収益  

受取利息 53

助成金収入 504

為替差益 225

その他 44

営業外収益合計 827

営業外費用  

支払利息 1,269

その他 133

営業外費用合計 1,402

経常利益 53,153

特別損失  

固定資産売却損 8

特別損失合計 8

税金等調整前四半期純利益 53,145

法人税等 21,360

少数株主損益調整前四半期純利益 31,784

四半期純利益 31,784
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 31,784

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 6,751

その他の包括利益合計 6,751

四半期包括利益 38,536

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 38,536

少数株主に係る四半期包括利益 －
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該当事項はありません。   

     

【セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１． セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   ２． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。   

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

   

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 

  

   

   

   

  該当事項はありません。  

   

   

該当事項はありません。    

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１  

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

医療アシスタンス 
事業  

ライフアシスタンス
事業  

計 

売上高  

外部顧客への売上高 469,351 84,435 553,787 － 553,787

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計  469,351  84,435  553,787 －  553,787

セグメント利益 95,974 27,363 123,337  △69,608 53,728

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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